
１．事業の概要
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85 老人福祉センター費

■ 市 ・ □ 国 ・ □ 県 ・ □
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２．コスト （単位：千円）

予算

決算

人

11,247

14,873 6,221 　人工 1.9職員人件費 7,542

財
源
内
訳

一般財源 8,536 9,002

10,559

その他

地方債

9,273

県支出金 1,557 600　維持補修費

　物件費（役務費、委託料）国庫支出金

平成23年度 平成24年度

8,536 10,559 　人件費（報酬） 686

内容（概要）

・老人福祉センターの管理運営
・回想法による介護予防教室の実施

平成２３年度事業費

事業費
9,014 11,454 11,247 （内訳）

平成22年度

これまでの改善・
見直しの状況

・平成23年度の長寿介護課への移管により、介護予防教室を開催する。
・生涯大学（海鳴学園）を開催していたが、社会教育課に移る。
・平成23年度より「老人福祉センターだより」を四半期ごとに発行する。

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体 その他

事業の目的
（何のため）

高齢者の健康の増進や、生きがいづくり・仲間づくりの場の提供

湖西市老人福祉センター条例

実施主体 その他

実施方法 市が直接実施・運営 一部又は全部委託 指定管理

予算区分
一般会計 民生費 社会福祉費

その他（

位置づけ
関連計画

根拠法令

老人福祉費

細事業

中間目標
 （H27)

最終目標
（H32)

長寿係担当係事業期間 開始年度 昭和62年度 終了予定年度

総合計画

めざすまちの姿 ふれあいいふれる、はつらつとしたまち

目標 いつまでも生き生きと暮らす(高齢者福祉）

成果指標

事業番号 86 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 在宅福祉サービスの充実　老人福祉センター 担当課 長寿介護課



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

今後の方向性

・各種団体の利用のほかに、各種事業を計画し利用促進に取り組む。

改善点

・利用者増加により節水、節電に努める。

効果額
H24-H23
（千円）

Ａ　継続 より一層の充実を図り実施 事業主体 市

自
己
評
価

事業目的の
達成状況

・長寿介護課移管に伴う事業の開催などで、ほぼ目標を達成できた。

※必要性
事業を廃止・休
止したときの影響

・利用団体の活動場所先の確保が必要となる。

判定

判定理由

・老人福祉センターの事業目的のためにも、市が継続して事業を実施する必要がある。

0 27

実
績
・
改
善

平成23度
活動内容

・はればれ教室の開催
・回想法リーダー講習会の開催
・施設の補修

課題・問題点
となった事項

・利用する団体が固定化されている。
・長寿介護課移管に伴い、周辺清掃が打ち切られた。
・長寿介護課移管に伴い、センターの事業の見直しが必要となる。

どう対処したか

・老人クラブ関係の新規利用に努める。
・シルバートイレ清掃員に、周辺清掃も依頼する。利用者によるボランティアの活用を行う。
・介護予防教室として、2事業を行う。

0

90%

30,500

101%

130%

100

回想法リーダー講習会の開催 人
0 30

介護予防教室の開催 人
0 30

0 39

館内利用者数 人
28,000 30,000

活
動
指
標

内容 平成22年度 平成23年度

28,972 30,339

平成24年度 達成率


